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Lesson 5.率の調整

§A. 異なった集団での率の比較

疑問：

異なった集団の健康状態を比

較するのには、何の率を比べれ

ば可能であるか？

簡単な例

30（6/6）300合計

10（1/6）5015 - 19３

10（1/6）505 - 14２

10（4/6）2000 - 4１

死亡％Ni年齢階級i
xi

集団 A層
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簡単な例

30（6/6）300合計

10（4/6）20015 - 19３

10（1/6）505 - 14２

10（1/6）500 - 4１

死亡％Ni’年齢階級i
xi’

集団 B層

粗死亡率

• それぞれの集団の粗死亡率（CDR）は

全死亡／全人口 = 30／300 = 0.1

• ２つの集団における死亡のリスクは同じで
あるのか？

層別率

もし人口集団が層別化（グループ分け）で
きるとしたら、次のような層別率 strata-
specific rates で適切な比較ができるかもし
れない。

• 年齢別率 age-specific rates
• 性別率 gender-specific rates
• 性年齢別率 age-gender-specific rates
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年齢別死亡率

0.050.2015 - 19３

0.200.205 - 14２

0.200.050 - 4１

pi’ = xi’／Ni’pi = xi／Ni年齢階級i

集団 B集団 A層

粗率の比較

• ２つの人口集団の粗率間の相違には、
層別率と人口構成両者の相違が含まれ
ている。

• 粗率の比較は常にこれらの相違が混在
されており、適切ではない。

• 粗率（全体率）は層別率の加重平均であ
る。（加重とは層人口の合計である。）

集団Aの粗死亡率

粗死亡率は年齢別死亡率の加重平均
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集団Aの粗死亡率

粗死亡率は年齢別死亡率の加重平均
であり、同じく 30/300 = 0.1

適切な比較は何か

• 粗死亡率の比較には２つの人口集団
間の人口構成（年齢分布）の相違が混
在している。

• 集団Aはより若い年齢分布である。

適切な比較は何か（続き）

• ２つの人口集団間の年齢別死亡率の比較
には各年齢層での死亡リスクが反映され
ている。

• ２つの人口集団間の全体的な死亡リスク
の適切な比較を行うためには、調整の手
法が必要である。


